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外来生物法を所管する環境省および農林水産省におかれましては、 2022年に特定外来生物に

る生態系等にかかる被害の防止に関する法律（外来生物法）の改正を行い、外来種被害防止行る生態系等にかかる被害の防止に関する法律（外来生物法）の改正を行い、外来種被害防止行

J、

動

計画と生態系被害防止外来種リストの見直しに着手するなど、我が国の外来生物対策を推進され

ていることに敬意を表します。特に、われわれ日本魚類学会が対象とする魚類に関しては、数あ

る特定外来生物のなかで、意図的な分布拡大が止まらない違法な状況が際立っているブラックバ

ス（オオクチバスとコクチバス）に対し、外来生物法改正の国会決議の際附帯決議としてブラ

ックバス問題への対応が特記されたことに関して、 「違法行為の撲滅」を目指した有効な対策に

も積極的に取り組まれることを期待しております。

これまで日本魚類学会は、侵略性の高い外来魚種の取り扱いに関するさまざまな要望や提案を

してまいりました。その内容の多くを外来生物法に基づく外来生物対策にも反映いただいている

ことに感謝申し上げつつ、昨今のわが国の外来魚類をめぐる新たな状況に鑑み、 このたび当学会
として本要望を提出するに至りました。

本要望は、近年、わが国において侵略性が高いと推測される、以下に示す複数の外来魚種が、
新たに侵入や定着、利用が確認される状況への対策として、 これらの魚種を含む上位分類群を特
定外来生物に指定することについて迅速な検討を求めるものです。加えて、すでに特定外来生物
に指定されている外来魚種において分類学的な取り扱いが指定時とは変更された事案ついての適
切な対応を要望します。なお、各魚種に関する詳しい事情については別紙を参照ください。

特定外来生物への指定を早急に検討すべき外来魚分類群
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特定外来生物への指定を検討すべき外来魚種のうち3種（コウライオヤニラミ、 ロングイヤー
サンフイッシュ、カラゼニタナゴ）はすでに野外に定着し、生態系等への影響も確認され始めて

います。 これらは一刻も早く特定外来生物に指定すべきであり、現在、侵入初期で分布が局所的
な段階にあるため、外来生物法第二条の二2および第十一条二・三に基づき、カラゼニタナゴに
対する国の主導による防除対策の継続とともに、 コウライオヤニラミとロングイヤーサンフィッ
シュに対しても、関係する主体と連携・協力して同様の防除対策を国の責務として緊急に実施す
るよう、併せて要望いたします。

なお、外来生物法の施行後、環境省と農林水産省の共管の特定外来生物は、魚類においては第
一次指定種のオオクチバス、 コクチバス、ブルーギルに限られている状況です。 この環境省と農
林水産省の共管は効果的な防除を実施する上で重要であり、今回、特定外来生物への指定を提案
する外来魚種についても、水産業等への影響を想定しつつ、両省の共管とする可能性をご検討く
ださい。
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